
２０ ２０年１月８ 日 

関 西 電 力 株 式 会 社 

 

計画的に運転上の制限を満足しない場合への移行を伴う作業等連絡票 

 

１．件 名 

高浜４号機 原子炉格納容器全体漏えい率検査に係る蓄圧タンク大気開放について 

 

２．作業内容 

（１）対象設備 

高浜４号機 Ａ，Ｂ，Ｃ蓄圧タンク 

（２）作業概要 

蓄圧タンクの大気圧までの減圧操作 

（３）作業理由 

高浜４号機原子炉格納容器全体漏えい率検査実施時に、原子炉格納容器内で蓄圧タンク

の容器内圧力が加圧源とならないよう蓄圧タンクを大気圧まで減圧する。 

（４）作業分類 

保安規定第８９条（予防保全を目的とした点検・保修を実施する場合）で定める設備に

ついて保全計画に基づき定期的に行う点検・保修 

（５）作業予定日（運転上の制限外への移行期間） 

２０２０年１月１５日（水）１７時００分 ～ ２０２０年１月２２日（火）４時３０分※ 

※：本作業期間はモード５とする。 

 

３．保安規定との関連性 

①保安規定 第５１条（蓄圧タンク） 

運転上の制限が適用されるモードは、「モード１、２および３（１次冷却材圧力が

６．８９ＭＰa[gage]を超える場合）」であることから、本作業期間（モード５）にお

いては運転上の制限は適用されない。 

②保安規定 第８５条（重大事故等対処設備 ８５－４－２ 炉心注水－蓄圧タンク－） 

原子炉格納容器全体漏えい率検査を実施するモード５において、蓄圧タンクの圧力に

係る運転上の制限を満足するためには、所要数２基を４．０４ＭＰ[gage]以上とする必

要がある。今回は、蓄圧タンク全基を大気圧まで減圧するため、運転上の制限を満足し

ていないこととなるが、第８９条の規定に基づき、運転上の制限を満足しない場合とは

みなさない。 

③保安規定 第８９条（予防保全を目的とした点検・保修を実施する場合） 

今回の作業は保全計画に基づき定期的に行う点検・保修を実施する場合に該当するこ

とから、第８９条の規定に基づく必要な措置として、蓄圧タンクを運転上の制限外に移

行させる前（減圧操作前）に以下の項目を実施する。 

なお、確認を終了した時点から２４時間以内に運転上の制限外に移行するものとする。 

・余熱除去ポンプが動作可能であることを確認する。 

・Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）による代替炉心注水系が動作可能であるこ

とを至近の記録等により確認する。 

 

以 上 


